
〒
九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

発
行
日
　
令
和
六
年
七
月
一
日
　
　
発
行
所
　
越
中
一
宮
　髙
瀬
神
社
社
務
所

印
刷
所
　
牧
印
刷
株
式
会
社

82vol.
令和６年７月１日

https://www.takase.or.jp

新参集殿10周年
 これからも新たな夫婦の幸福のために。

高瀬神社 検索
髙瀬神社LINE 髙瀬神社HP

撮影　朝倉由香理

風
鈴
、
朝
顔
、
蝉
し
ぐ
れ ―

真
夏
の
喧
騒
を
離
れ
て
、
髙
瀬
神
社
へ
。

風
鈴
、
朝
顔
、
蝉
し
ぐ
れ ―

真
夏
の
喧
騒
を
離
れ
て
、
髙
瀬
神
社
へ
。

夏
の
静
寂
。

夏
の
静
寂
。

　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
／
九
月
は
一
日
の
み
）

　七
夕
祭
並
び
に
技
芸
上
達
祈
願
祭
（
七
月
七
日
）

　人
形
感
謝
祭
（
七
月
十
四
日
）

　除
熱
祭
（
七
月
二
十
一
日
）
　

　中
禮
祭
（
八
月
十
六
日
）

　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
／
九
月
は
一
日
の
み
）

　七
夕
祭
並
び
に
技
芸
上
達
祈
願
祭
（
七
月
七
日
）

　人
形
感
謝
祭
（
七
月
十
四
日
）

　除
熱
祭
（
七
月
二
十
一
日
）
　

　中
禮
祭
（
八
月
十
六
日
）

七
月
・
八
月
の
祭
事

8

82vol. 越中一宮



越中一宮

23 　　　　　　　 ホームページ

82vol.

　
令
和
六
年
六
月
六
日（
木
）午
前
十
時

よ
り
二
十
年
に
一
度
斎
行
さ
れ
る
「
牛
嶽

大
明
神
御
開
扉
大
祭
」
を
奉
仕
し
た
。

　
砺
波
平
野
の
南
の
山
麓
に
富
山
市
（
山

田
村
）、
砺
波
市
（
庄
川
町
）、
南
砺
市

（
利
賀
村
）
の
三
市
と
境
を
接
す
る
標
高

約
千
メ
ー
ト
ル
の
「
牛
嶽
」
が
あ
る
。
そ

の
頂
に
「
牛
嶽
大
明
神
」
が
鎮
座
し
て
お

ら
れ
る
。
正
式
名
称
は
牛
嶽
社
で
あ
る

が
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
御
神
徳
を
尊
び
大

明
神
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
御
祭
神
は
「
大

国
主
大
神
」、
国
づ
く
り
を
さ
れ
た
神
様

で
大
国
様
と
親
し
ま
れ
て
い
る
。
髙
瀬
神

社
の
主
祭
神
で
あ
り
、
こ
こ
は
当
社
の
奥

宮
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　　
こ
の
山
は
修
験
者
の
山
で
、
山
頂
に
至

る
ま
で
所
々
に
滝
な
ど
、
修
行
の
場
が
あ

る
。
私
が
小
学
生
の
頃
は
学
校
の
遠
足
で

登
る
の
が
恒
例
で
あ
っ
た
。
郷
土
の
歴
史

や
風
土
を
学
び
、
体
力
を
養
う
良
い
機
会

だ
っ
た
。
当
時
は
熊
や
鹿
の
出
没
は
あ
ま

り
聞
か
ず
、
安
心
し
て
登
山
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
は
山
頂
直
下
約
五
〇
メ
ー
ト

ル
ま
で
車
で
行
く
こ
と
も
で
き
る
。
大
祭

当
日
、
参
拝
者
は
徒
歩
や
車
な
ど
各
自
の

手
段
で
登
っ
て
来
ら
れ
た
。
ご
多
忙
の
と

こ
ろ
夏
野
修
砺
波
市
長
も
お
参
り
い
た

だ
い
た
。

　
　
　 

―
　
―
　
―
　
―

　
山
頂
か
ら
は
東
は
黒
部
市
方
面
、
西
は

氷
見
市
方
面
ま
で
見
渡
せ
、
立
山
連
峰
や

白
山
ま
で
拝
む
こ
と
が
で
き
る
。
大
国
様

は
日
本
の
国
づ
く
り
を
さ
れ
た
。
越
中
の

国
づ
く
り
は
、
こ
の
牛
嶽
山
頂
に
登
ら
れ

下
界
を
一
望
、
思
案
さ
れ
た
。
ゆ
え
に

「
大
国
主
の
山
」
↓
「
主
の
山
」
↓
「
主

の
嶽
」
↓
「
う
し
だ
け
」
と
な
っ
た
と
い

う
説
も
あ
る
。
富
山
市
方
面
か
ら
見
る
お

山
の
姿
が
牛
が
寝
そ
べ
っ
て
い
る
姿
に
似

て
い
る
か
ら
と
い
う
説
も
あ
る
。

　
呉
羽
丘
陵
を
牛
嶽
方
面
に
登
っ
て
く
る

と
「
牛
嶽
社
」
や
「
牛
嶽
神
社
」
が
点
在

し
て
い
る
。
そ
の
数
四
十
社
ほ
ど
。
出
雲

国
か
ら
大
国
様
が
お
越
し
に
な
っ
た
時
の

足
跡
か
、
将
又
、
国
づ
く
り
が
成
っ
て
お

帰
り
に
な
る
時
に
祀
ら
れ
た
の
か
、
こ
の

エ
リ
ア
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
、
富
山

市
宮
保
に
鎮
座
す
る
「
熊
野
神
社
」
は
紀

伊
国
の
熊
野
で
は
な
く
、
出
雲
国
の
熊
野

大
社
の
系
列
で
あ
る
。
大
国
様
と
共
に
越

中
国
に
来
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

　
　
　 

―
　
―
　
―
　
―

　
二
十
年
に
一
度
の
御
開
扉
大
祭
は
い
つ

頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
詳
細
は
不
明
で
あ

る
。
奉
賛
会
の
皆
さ
ん
が
伝
統
を
守
っ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
は
奉
祝
行
事
で
獅
子
舞

が
あ
っ
た
り
、
餅
撒
き
が
あ
っ
た
り
し
た

が
、
今
回
は
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
と
い

う
社
会
状
況
の
変
化
に
よ
り
行
事
縮
小

と
な
り
、
当
日
は
祭
儀
の
み
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
三
時
間
ほ
ど
の
短
時
間
に
百
人

以
上
の
参
拝
者
が
あ
り
、
狭
い
山
頂
は
そ

れ
な
り
に
賑
や
か
だ
っ
た
。

　
御
祭
神
の
お
姿
は
牛
に
乗
ら
れ
た
大

国
様
で
あ
る
が
、
神
仏
習
合
時
代
の
影
響

な
の
か
、
右
手
に
剣
、
左
手
に
宝
珠
を
持

た
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
福
々
し
い
大
国

様
で
は
な
く
、
あ
る
意
味
怖
い
形
相
の
御

神
体
で
あ
る
。
修
験
者
を
厳
し
く
導
か
れ

る
お
姿
な
の
だ
ろ
う
と
想
像
す
る
が
、
本

来
、
一
生
懸
命
登
っ
て
来
る
参
拝
者
を
迎

え
ら
れ
る
優
し
い
神
様
で
あ
る
。
表
向
き

は
厳
し
い
表
情
で
も
内
面
は
優
し
い
の
が

牛
嶽
大
明
神
様
で
あ
る
。

　　
こ
の
大
祭
が
定
期
的
に
斎
行
さ
れ
る
理

由
は
、
広
大
無
辺
な
る
御
神
徳
を
更
に
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
勿
論
だ
が
、
大
国
様

に
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
故
郷
の
今
の
様
子

を
お
山
の
上
か
ら
俯
瞰
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

郷
土
の
こ
と
を
考
え
な
さ
い
。
そ
の
機
会
に

し
な
さ
い
と
の
お
諭
し
の
意
味
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る

な
ら
ば
、
県
を
代
表
す
る
各
界
の
方
々
に

も
登
っ
て
も
ら
い
、
こ
の
場
所
で
私
た
ち
の

故
郷
の
行
く
末
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
も

必
要
だ
。
き
っ
と
大
明
神
様
か
ら
良
い
知

恵
を
授
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
　
　 
―
　
―
　
―
　
―

　
次
の
御
開
扉
大
祭
に
向
け
て
普
段
か

ら
ど
ん
ど
ん
登
っ
て
、
心
身
健
全
に
励
ん

で
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
。
更
な
る
御
加
護

も
い
た
だ
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。
と
も
か
く

天
候
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
参
拝
者
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
大
国
様
も
喜
ん
で
お

ら
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。

﹁
牛
嶽
大
明
神
御
開
扉
大
祭
﹂

宮
　司  

藤
井
秀
嗣

春
季
祭

春
季
祭

桜
の
祭
典

桜
の
祭
典

　境
内
の
桜
も
見
事
に
満
開
を
迎
え

た
四
月
十
日
、
残
雪
の
里
山
を
わ
た

る
春
の
気
配
の
訪
れ
と
、
長
か
っ
た

砺
波
野
の
冬
の
終
わ
り
を
寿
ぐ
大
祭

「
春
季
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　祭
典
で
は
ご
参
列
の
皆
様
が
、
間

も
な
く
本
格
化
す
る
農
作
業
の
順
調

な
進
捗
と
、
氏
子
地
域
の
末
永
い
繁

栄
と
平
穏
、
ま
た
稔
り
豊
か
な
秋
の

訪
れ
を
祈
念
し
、
大
前
に
玉
串
を
捧

げ
ま
し
た
。

し
ゅ
ん
き 

さ
い

こ
と
ほ

　大
前
よ
り
い
た
だ
い
た
御
神
火
を

か
か
げ
、
農
作
物
へ
の
災
い
を
祓
い

遣
る
本
祭
典
、
本
年
は
石
岡
敬
夫
・

藤
井
秀
之
責
任
役
員
、
令
和
六
年
度

髙
瀬
神
社
献
穀
田
奉
耕
者
　中
田
幸

礼
氏
、
高
瀬
区
長
　中
嶋
光
夫
氏
他
、

約
四
十
名
の
皆
様
の
ご
参
列
の
も
と
、

　
新
緑
の
境
内
に
、
さ
わ
や
か

な
初
夏
の
風
が
そ
よ
ぐ
六
月
十

日
、
そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈

る
「
祈
年
穀
祭
」
を
斎
行
し
ま

し
た
。

祈
年
穀
祭
斎
行

― 

農
作
物
の
健
や
か
な
生
育
を
祈
念
し
て 

―

き  

ね
ん 

こ
く
さ
い

盛
大
且
つ
厳
粛
裡
な
斎
行

が
叶
い
ま
し
た
。

　こ
の
日
、
斎
服
に
身
を

包
み
参
向
使
を
お
努
め
い

た
だ
い
た
の
は
、
と
な
み

野
農
業
協
同
組
合
の
古
瀬

悟
氏
、
天
候
や
害
虫
の
障

り
の
な
い
、
や
が
て
来
る

秋
の
豊
穣
を
祈
願
す
る
祭

文
を
奏
上
し
、
地
域
農
業

発
展
へ
の
想
い
を
込
め
て

ご
神
前
に
玉
串
を
奉
り
ま

し
た
。

祈
年
穀
祭  

神
輿
渡
御

　祈
年
穀
祭
翌
日
の
六
月
十
一
日
、
清
ら

か
な
緑
風
の
中
を
大
神
様
の
御
神
霊
を

お
遷
し
し
た
神
輿
と
、
古
式
に
則
り
鑚
り

出
さ
れ
た
御
神
火
が
、
南
砺
・
砺
波
・
小

矢
部
の
町
々
を
巡
行
し
ま
し
た
。

　こ
の
日
、
神
輿
に
供
奉
さ
れ
た
の
は
、

当
神
社
責
任
役
員
　石
岡
敬
夫
氏
、
高
瀬

区
長
　中
嶋
光
夫
氏
他
の
皆
様
。
例
年
の

ご
と
く
、
な
ん
と
農
業
協
同
組
合
・
福
光

農
業
協
同
組
合
・
い
な
ば
農
業
協
同
組

合
、
そ
し
て
と
な
み
野
農
業
協
同
組
合
の
四
カ
所
に
て
御
旅
所
祭
を
奉
仕
し
、
各

事
業
所
の
皆
様
の
ご
参
列
、
お
見
送
り
を
い
た
だ
き
滞
り
な
く
還
幸
し
ま
し
た
。

御
神
火
に
祈
り
を
込
め
て

ぐ

　ぶ

き

さ
ん 

こ
う  

し

お   

た
び
し
ょ 

さ
い

本年の参向使をお努めいただいた、となみ野農業協同組合の
古瀬　悟氏と

福光農業協同組合いなば農業協同組合

お
お
く
に
ぬ
し

ぬ
し

た
け

ぬ
し
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令
和
六
年
六
月
六
日（
木
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前
十
時

よ
り
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十
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に
一
度
斎
行
さ
れ
る
「
牛
嶽

大
明
神
御
開
扉
大
祭
」
を
奉
仕
し
た
。

　
砺
波
平
野
の
南
の
山
麓
に
富
山
市
（
山

田
村
）、
砺
波
市
（
庄
川
町
）、
南
砺
市

（
利
賀
村
）
の
三
市
と
境
を
接
す
る
標
高

約
千
メ
ー
ト
ル
の
「
牛
嶽
」
が
あ
る
。
そ

の
頂
に
「
牛
嶽
大
明
神
」
が
鎮
座
し
て
お

ら
れ
る
。
正
式
名
称
は
牛
嶽
社
で
あ
る

が
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
御
神
徳
を
尊
び
大

明
神
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
御
祭
神
は
「
大

国
主
大
神
」、
国
づ
く
り
を
さ
れ
た
神
様

で
大
国
様
と
親
し
ま
れ
て
い
る
。
髙
瀬
神

社
の
主
祭
神
で
あ
り
、
こ
こ
は
当
社
の
奥

宮
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　　
こ
の
山
は
修
験
者
の
山
で
、
山
頂
に
至

る
ま
で
所
々
に
滝
な
ど
、
修
行
の
場
が
あ

る
。
私
が
小
学
生
の
頃
は
学
校
の
遠
足
で

登
る
の
が
恒
例
で
あ
っ
た
。
郷
土
の
歴
史

や
風
土
を
学
び
、
体
力
を
養
う
良
い
機
会

だ
っ
た
。
当
時
は
熊
や
鹿
の
出
没
は
あ
ま

り
聞
か
ず
、
安
心
し
て
登
山
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
は
山
頂
直
下
約
五
〇
メ
ー
ト

ル
ま
で
車
で
行
く
こ
と
も
で
き
る
。
大
祭

当
日
、
参
拝
者
は
徒
歩
や
車
な
ど
各
自
の

手
段
で
登
っ
て
来
ら
れ
た
。
ご
多
忙
の
と

こ
ろ
夏
野
修
砺
波
市
長
も
お
参
り
い
た

だ
い
た
。

　
　
　 

―
　
―
　
―
　
―

　
山
頂
か
ら
は
東
は
黒
部
市
方
面
、
西
は

氷
見
市
方
面
ま
で
見
渡
せ
、
立
山
連
峰
や

白
山
ま
で
拝
む
こ
と
が
で
き
る
。
大
国
様

は
日
本
の
国
づ
く
り
を
さ
れ
た
。
越
中
の

国
づ
く
り
は
、
こ
の
牛
嶽
山
頂
に
登
ら
れ

下
界
を
一
望
、
思
案
さ
れ
た
。
ゆ
え
に

「
大
国
主
の
山
」
↓
「
主
の
山
」
↓
「
主

の
嶽
」
↓
「
う
し
だ
け
」
と
な
っ
た
と
い

う
説
も
あ
る
。
富
山
市
方
面
か
ら
見
る
お

山
の
姿
が
牛
が
寝
そ
べ
っ
て
い
る
姿
に
似

て
い
る
か
ら
と
い
う
説
も
あ
る
。

　
呉
羽
丘
陵
を
牛
嶽
方
面
に
登
っ
て
く
る

と
「
牛
嶽
社
」
や
「
牛
嶽
神
社
」
が
点
在

し
て
い
る
。
そ
の
数
四
十
社
ほ
ど
。
出
雲

国
か
ら
大
国
様
が
お
越
し
に
な
っ
た
時
の

足
跡
か
、
将
又
、
国
づ
く
り
が
成
っ
て
お

帰
り
に
な
る
時
に
祀
ら
れ
た
の
か
、
こ
の

エ
リ
ア
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
、
富
山

市
宮
保
に
鎮
座
す
る
「
熊
野
神
社
」
は
紀

伊
国
の
熊
野
で
は
な
く
、
出
雲
国
の
熊
野

大
社
の
系
列
で
あ
る
。
大
国
様
と
共
に
越

中
国
に
来
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

　
　
　 

―
　
―
　
―
　
―

　
二
十
年
に
一
度
の
御
開
扉
大
祭
は
い
つ

頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
詳
細
は
不
明
で
あ

る
。
奉
賛
会
の
皆
さ
ん
が
伝
統
を
守
っ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
は
奉
祝
行
事
で
獅
子
舞

が
あ
っ
た
り
、
餅
撒
き
が
あ
っ
た
り
し
た

が
、
今
回
は
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
と
い

う
社
会
状
況
の
変
化
に
よ
り
行
事
縮
小

と
な
り
、
当
日
は
祭
儀
の
み
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
三
時
間
ほ
ど
の
短
時
間
に
百
人

以
上
の
参
拝
者
が
あ
り
、
狭
い
山
頂
は
そ

れ
な
り
に
賑
や
か
だ
っ
た
。

　
御
祭
神
の
お
姿
は
牛
に
乗
ら
れ
た
大

国
様
で
あ
る
が
、
神
仏
習
合
時
代
の
影
響

な
の
か
、
右
手
に
剣
、
左
手
に
宝
珠
を
持

た
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
福
々
し
い
大
国

様
で
は
な
く
、
あ
る
意
味
怖
い
形
相
の
御

神
体
で
あ
る
。
修
験
者
を
厳
し
く
導
か
れ

る
お
姿
な
の
だ
ろ
う
と
想
像
す
る
が
、
本

来
、
一
生
懸
命
登
っ
て
来
る
参
拝
者
を
迎

え
ら
れ
る
優
し
い
神
様
で
あ
る
。
表
向
き

は
厳
し
い
表
情
で
も
内
面
は
優
し
い
の
が

牛
嶽
大
明
神
様
で
あ
る
。

　　
こ
の
大
祭
が
定
期
的
に
斎
行
さ
れ
る
理

由
は
、
広
大
無
辺
な
る
御
神
徳
を
更
に
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
勿
論
だ
が
、
大
国
様

に
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
故
郷
の
今
の
様
子

を
お
山
の
上
か
ら
俯
瞰
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

郷
土
の
こ
と
を
考
え
な
さ
い
。
そ
の
機
会
に

し
な
さ
い
と
の
お
諭
し
の
意
味
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る

な
ら
ば
、
県
を
代
表
す
る
各
界
の
方
々
に

も
登
っ
て
も
ら
い
、
こ
の
場
所
で
私
た
ち
の

故
郷
の
行
く
末
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
も

必
要
だ
。
き
っ
と
大
明
神
様
か
ら
良
い
知

恵
を
授
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
　
　 

―
　
―
　
―
　
―

　
次
の
御
開
扉
大
祭
に
向
け
て
普
段
か

ら
ど
ん
ど
ん
登
っ
て
、
心
身
健
全
に
励
ん

で
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
。
更
な
る
御
加
護

も
い
た
だ
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。
と
も
か
く

天
候
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
参
拝
者
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
大
国
様
も
喜
ん
で
お

ら
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。

﹁
牛
嶽
大
明
神
御
開
扉
大
祭
﹂

宮
　司  

藤
井
秀
嗣

春
季
祭

春
季
祭

桜
の
祭
典

桜
の
祭
典

　境
内
の
桜
も
見
事
に
満
開
を
迎
え

た
四
月
十
日
、
残
雪
の
里
山
を
わ
た

る
春
の
気
配
の
訪
れ
と
、
長
か
っ
た

砺
波
野
の
冬
の
終
わ
り
を
寿
ぐ
大
祭

「
春
季
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　祭
典
で
は
ご
参
列
の
皆
様
が
、
間

も
な
く
本
格
化
す
る
農
作
業
の
順
調

な
進
捗
と
、
氏
子
地
域
の
末
永
い
繁

栄
と
平
穏
、
ま
た
稔
り
豊
か
な
秋
の

訪
れ
を
祈
念
し
、
大
前
に
玉
串
を
捧

げ
ま
し
た
。

し
ゅ
ん
き 

さ
い

こ
と
ほ

　大
前
よ
り
い
た
だ
い
た
御
神
火
を

か
か
げ
、
農
作
物
へ
の
災
い
を
祓
い

遣
る
本
祭
典
、
本
年
は
石
岡
敬
夫
・

藤
井
秀
之
責
任
役
員
、
令
和
六
年
度

髙
瀬
神
社
献
穀
田
奉
耕
者
　中
田
幸

礼
氏
、
高
瀬
区
長
　中
嶋
光
夫
氏
他
、

約
四
十
名
の
皆
様
の
ご
参
列
の
も
と
、

　
新
緑
の
境
内
に
、
さ
わ
や
か

な
初
夏
の
風
が
そ
よ
ぐ
六
月
十

日
、
そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈

る
「
祈
年
穀
祭
」
を
斎
行
し
ま

し
た
。

祈
年
穀
祭
斎
行

― 

農
作
物
の
健
や
か
な
生
育
を
祈
念
し
て 
―

き  

ね
ん 
こ
く
さ
い

盛
大
且
つ
厳
粛
裡
な
斎
行

が
叶
い
ま
し
た
。

　こ
の
日
、
斎
服
に
身
を

包
み
参
向
使
を
お
努
め
い

た
だ
い
た
の
は
、
と
な
み

野
農
業
協
同
組
合
の
古
瀬

悟
氏
、
天
候
や
害
虫
の
障

り
の
な
い
、
や
が
て
来
る

秋
の
豊
穣
を
祈
願
す
る
祭

文
を
奏
上
し
、
地
域
農
業

発
展
へ
の
想
い
を
込
め
て

ご
神
前
に
玉
串
を
奉
り
ま

し
た
。

祈
年
穀
祭  

神
輿
渡
御

　祈
年
穀
祭
翌
日
の
六
月
十
一
日
、
清
ら

か
な
緑
風
の
中
を
大
神
様
の
御
神
霊
を

お
遷
し
し
た
神
輿
と
、
古
式
に
則
り
鑚
り

出
さ
れ
た
御
神
火
が
、
南
砺
・
砺
波
・
小

矢
部
の
町
々
を
巡
行
し
ま
し
た
。

　こ
の
日
、
神
輿
に
供
奉
さ
れ
た
の
は
、

当
神
社
責
任
役
員
　石
岡
敬
夫
氏
、
高
瀬

区
長
　中
嶋
光
夫
氏
他
の
皆
様
。
例
年
の

ご
と
く
、
な
ん
と
農
業
協
同
組
合
・
福
光

農
業
協
同
組
合
・
い
な
ば
農
業
協
同
組

合
、
そ
し
て
と
な
み
野
農
業
協
同
組
合
の
四
カ
所
に
て
御
旅
所
祭
を
奉
仕
し
、
各

事
業
所
の
皆
様
の
ご
参
列
、
お
見
送
り
を
い
た
だ
き
滞
り
な
く
還
幸
し
ま
し
た
。

御
神
火
に
祈
り
を
込
め
て

ぐ

　ぶ

き

さ
ん 

こ
う  

し

お   

た
び
し
ょ 

さ
い

本年の参向使をお努めいただいた、となみ野農業協同組合の
古瀬　悟氏と

福光農業協同組合いなば農業協同組合

お
お
く
に
ぬ
し

ぬ
し

た
け

ぬ
し
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昭
和
祭
斎
行

　山
の
端
の
雲
が
初
夏
の
風
に
た

な
び
く
五
月
二
十
五
日
、
髙
瀬
神

社
献
穀
田
に
て
恒
例
の
「
御
田
植

祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　花
笠
を
か
ぶ
っ
た
可
愛
ら
し
い

早
乙
女
達
が
、
心
を
込
め
て
ひ
と

株
ひ
と
株
苗
を
植
え
る
と
、
本
年

の
献
穀
田
奉
耕
者
　中
田
幸
礼
氏

他
ご
関
係
の
皆
様
が
豊
作
の
祈
り

を
込
め
て
拝
礼
し
ま
し
た
。

献穀田だより

御田植祭斎行

献
穀
田
奉
耕
者
　
　
　
　
　
　
中
田
　
幸
礼 

氏

井
波
地
域
農
業
者
会
会
長
　
　
西
村
　
精
志 

氏

心
を
込
め
て
、
丁
寧
に

け
ん
こ
く
で
ん は

は
る 

つ
げ
ど
り

さ
い

お   

た  

う
え  

月
次
祭
参
列
の
ご
案
内

　髙
瀬
神
社
で
は
、
氏
子
崇
敬
者

の
皆
様
に
月
次
祭
に
ご
参
列
い
た

だ
き
、
ご
家
族
の
平
安
と
繁
栄
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

ご
参
列
を
ご
希
望
の
方
は
、
社
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

日時  毎月１日・13日
　　  午前10時
　　  （１月１日・9月13日を除く）

献
花
祭
斎
行

日　時　7月14日（日）10:00より
場　所　髙瀬神社 本殿
受　付　7月13日（土）9:00～15:00
　　　　7月14日（日）9:00～  9:45
祈願料　3,000円より
　　　　（手提げ袋1袋程度につき）

　古くなった人形に感謝し、お祓い、
お焚き上げをするお祭り「人形感謝
祭」を行います。
　役目を終えた「人形」や「ぬいぐ
るみ」をお持ち寄り下さい。

開
催

な
つ
も
う
で

な
つ
も
う
で

な
つ
も
う
で

な
つ
も
う
で

期
間  

七
月
一
日（
月
）

　
　
　  

〜
七
日（
日
）

「
夏
詣
」
と
は…

　「
大
祓
」
は
年
に
二
度
行
わ
れ
ま
す
。
十
二
月
三
十

一
日
の
「
師
走
の
大
祓
」
で
罪
穢
れ
を
祓
い
清
め
て
か

ら
「
初
詣
」
に
出
か
け
、
新
年
の
平
穏
を
祈
り
ま
す
。

　六
月
三
十
日
の
「
夏
越
の
大
祓
」
で
も
同
様
に
罪

穢
れ
を
祓
い
ま
す
が
、
そ
の
後
あ
ら
た
め
て
参
拝
す

る
習
慣
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
半
年
が
無

事
に
過
ぎ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
残
る
半
年
も
平
穏
に

過
ご
せ
る
よ
う
祈
る
参
拝
の
こ
と
を
「
夏
詣
」
と
呼

び
、
新
し
い
習
慣
と
し
て
提
唱
し
て
い
ま
す
。

祝
祭
日
に
は
国
旗
を
掲
げ
ま
し
ょ
う

　初宮参りにてご昇殿の赤ちゃ
んに、お食い初めの「歯固め石」
をお頒かちしています。「丈夫な
歯が生えますように」との願いを
込めて行う儀式に、この「歯固め
石」をご希望の方は、どうぞご祈
祷後にお申しつけ下さい。

は    がた

歯固め石
のご案内

松
本 

正
靖

権
禰
宜

平
成
九
年

　十
一
月
十
九
日
生
ま
れ

　
福
井
県
の
氣
比
神
宮
に
て
神
職

の
基
礎
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、

こ
の
四
月
に
富
山
県
に
戻
っ
て
参

り
ま
し
た
。
一
日
も
早
く
皆
様
の

お
役
に
立
て
ま
す
よ
う
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

新
任
の
ご
挨
拶

ま
つ  

も
と

　ま
さ  

の
ぶ

第24回 人形展
～ 一期一会 ～

　慣
れ
親
し
ん
だ
人
形
と

の
お
別
れ
は
寂
し
い
も

の
。
こ
こ
に
は
そ
ん
な
心

を
優
し
く
癒
し
て
く
れ
る

ひ
と
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　県
内
外
で
幅
広
く
活
躍

す
る
人
形
作
家
と
、
草
月

流
富
山
県
支
部
秀
抱
会
と

が
織
り
な
す
、
創
作
人
形

と
い
け
ば
な
の
艶
や
か
な

共
演

ー
。

心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
下

さ
い
。

期間 ７月13日（土）～
　　 　　　 15日（月）
　　 午前10時～
　　 　　　午後４時

会場 髙瀬神社 参集殿
ご来場をお待ちしております

夏詣期間限定のご朱印

約
五
五
〇
個
の
風
鈴
の
音
色

　髙
瀬
神
社
で
は
、
こ
の
「
夏
詣
」
期
間
、
社
殿
前
な
ど
に

風
鈴
を
飾
り
、
皆
様
に
涼
や
か
な
音
色
を
お
楽
し
み
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　ど
う
ぞ
、
ご
家
族
お
友
達
お
揃
い
で
お
参
り
下
さ
い
。

お
お
は
ら
え

し
わ
す

な
ご
し

昭
和
天
皇
の
ご
聖
業
に

　
　
　
　
　
　
想
い
を
寄
せ
て

　春
告
鳥
と
も
呼
ば
れ
る
ウ
グ
イ
ス
の

心
地
よ
い
声
が
新
緑
の
境
内
に
響
く
四

月
二
十
九
日
、
我
が
国
の
激
動
の
近
現

代
史
に
、
戦
後
の
復
興
と
目
覚
ま
し
い

発
展
を
も
た
ら
さ
れ
た
昭
和
天
皇
の
、

数
多
の
尊
い
ご
功
績
を
偲
ん
で
「
昭
和

祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　こ
の
日
、
四
月
二
十
九
日
は
、
昭
和
六

十
三
年
ま
で
は
「
天
皇
誕
生
日
」
と
し
て
、

平
成
元
年
か
ら
は
「
み
ど
り
の
日
」、
そ

し
て
平
成

十
九
年
か

ら
は
現
在

の
「
昭
和

の
日
」
と

し
て
、
今

日
に
至
る

ま
で
長
く

国
民
に
親

し
ま
れ
て

い
ま
す
。

　祭
典
で

は
宮
司
が
、

末
永
い
皇
室
の
弥
栄
と
国
の
隆
昌
を
祈
念

し
ま
し
た
。

人形感謝祭のご案内

　六
月
十
日
、
高
瀬
遺
跡
「
菖
蒲
ま

つ
り
」
の
開
催
に
あ
わ
せ
て
「
献
花

祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　今
年
で
五
十
回
目
を
数
え
る
国
指

定
史
跡
　髙
瀬
遺
跡
の
菖
蒲
ま
つ
り
。

こ
の
季
節
に
は
、
毎
年
色
鮮
や
か
な

花
菖
蒲
が
咲
き
誇
り
、
訪
れ
る
人
々

の
心
を
優
し
く
癒
し
て
い
ま
す
。

　当
日
は
保
存
協
会
の
皆
様
よ
り
見

事
な
花
菖
蒲
を
ご
神
前
に
い
た
だ

き
、
地
域
の
古
代

史
研
究
の
拠
点
で

あ
る
高
瀬
遺
跡
の

益
々
の
発
展
と
、

高
瀬
の
里
の
平
穏

を
祈
念
し
て
玉
串

が
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。

け
ん 

か

さ
い
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献
花
祭
斎
行

日　時　7月14日（日）10:00より
場　所　髙瀬神社 本殿
受　付　7月13日（土）9:00～15:00
　　　　7月14日（日）9:00～  9:45
祈願料　3,000円より
　　　　（手提げ袋1袋程度につき）

　古くなった人形に感謝し、お祓い、
お焚き上げをするお祭り「人形感謝
祭」を行います。
　役目を終えた「人形」や「ぬいぐ
るみ」をお持ち寄り下さい。

開
催

な
つ
も
う
で

な
つ
も
う
で

な
つ
も
う
で

な
つ
も
う
で

期
間  

七
月
一
日（
月
）

　
　
　  

〜
七
日（
日
）

「
夏
詣
」
と
は…

　「
大
祓
」
は
年
に
二
度
行
わ
れ
ま
す
。
十
二
月
三
十

一
日
の
「
師
走
の
大
祓
」
で
罪
穢
れ
を
祓
い
清
め
て
か

ら
「
初
詣
」
に
出
か
け
、
新
年
の
平
穏
を
祈
り
ま
す
。

　六
月
三
十
日
の
「
夏
越
の
大
祓
」
で
も
同
様
に
罪

穢
れ
を
祓
い
ま
す
が
、
そ
の
後
あ
ら
た
め
て
参
拝
す

る
習
慣
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
半
年
が
無

事
に
過
ぎ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
残
る
半
年
も
平
穏
に

過
ご
せ
る
よ
う
祈
る
参
拝
の
こ
と
を
「
夏
詣
」
と
呼

び
、
新
し
い
習
慣
と
し
て
提
唱
し
て
い
ま
す
。

祝
祭
日
に
は
国
旗
を
掲
げ
ま
し
ょ
う

　初宮参りにてご昇殿の赤ちゃ
んに、お食い初めの「歯固め石」
をお頒かちしています。「丈夫な
歯が生えますように」との願いを
込めて行う儀式に、この「歯固め
石」をご希望の方は、どうぞご祈
祷後にお申しつけ下さい。

は    がた

歯固め石
のご案内

松
本 

正
靖

権
禰
宜

平
成
九
年

　十
一
月
十
九
日
生
ま
れ

　
福
井
県
の
氣
比
神
宮
に
て
神
職

の
基
礎
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、

こ
の
四
月
に
富
山
県
に
戻
っ
て
参

り
ま
し
た
。
一
日
も
早
く
皆
様
の

お
役
に
立
て
ま
す
よ
う
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

新
任
の
ご
挨
拶

ま
つ  

も
と

　ま
さ  

の
ぶ

第24回 人形展
～ 一期一会 ～

　慣
れ
親
し
ん
だ
人
形
と

の
お
別
れ
は
寂
し
い
も

の
。
こ
こ
に
は
そ
ん
な
心

を
優
し
く
癒
し
て
く
れ
る

ひ
と
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　県
内
外
で
幅
広
く
活
躍

す
る
人
形
作
家
と
、
草
月

流
富
山
県
支
部
秀
抱
会
と

が
織
り
な
す
、
創
作
人
形

と
い
け
ば
な
の
艶
や
か
な

共
演

ー
。

心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し
み
下

さ
い
。

期間 ７月13日（土）～
　　 　　　 15日（月）
　　 午前10時～
　　 　　　午後４時

会場 髙瀬神社 参集殿
ご来場をお待ちしております

夏詣期間限定のご朱印

約
五
五
〇
個
の
風
鈴
の
音
色

　髙
瀬
神
社
で
は
、
こ
の
「
夏
詣
」
期
間
、
社
殿
前
な
ど
に

風
鈴
を
飾
り
、
皆
様
に
涼
や
か
な
音
色
を
お
楽
し
み
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　ど
う
ぞ
、
ご
家
族
お
友
達
お
揃
い
で
お
参
り
下
さ
い
。

お
お
は
ら
え

し
わ
す

な
ご
し

昭
和
天
皇
の
ご
聖
業
に

　
　
　
　
　
　
想
い
を
寄
せ
て

　春
告
鳥
と
も
呼
ば
れ
る
ウ
グ
イ
ス
の

心
地
よ
い
声
が
新
緑
の
境
内
に
響
く
四

月
二
十
九
日
、
我
が
国
の
激
動
の
近
現

代
史
に
、
戦
後
の
復
興
と
目
覚
ま
し
い

発
展
を
も
た
ら
さ
れ
た
昭
和
天
皇
の
、

数
多
の
尊
い
ご
功
績
を
偲
ん
で
「
昭
和

祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　こ
の
日
、
四
月
二
十
九
日
は
、
昭
和
六

十
三
年
ま
で
は
「
天
皇
誕
生
日
」
と
し
て
、

平
成
元
年
か
ら
は
「
み
ど
り
の
日
」、
そ

し
て
平
成

十
九
年
か

ら
は
現
在

の
「
昭
和

の
日
」
と

し
て
、
今

日
に
至
る

ま
で
長
く

国
民
に
親

し
ま
れ
て

い
ま
す
。

　祭
典
で

は
宮
司
が
、

末
永
い
皇
室
の
弥
栄
と
国
の
隆
昌
を
祈
念

し
ま
し
た
。

人形感謝祭のご案内

　六
月
十
日
、
高
瀬
遺
跡
「
菖
蒲
ま

つ
り
」
の
開
催
に
あ
わ
せ
て
「
献
花

祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　今
年
で
五
十
回
目
を
数
え
る
国
指

定
史
跡
　髙
瀬
遺
跡
の
菖
蒲
ま
つ
り
。

こ
の
季
節
に
は
、
毎
年
色
鮮
や
か
な

花
菖
蒲
が
咲
き
誇
り
、
訪
れ
る
人
々

の
心
を
優
し
く
癒
し
て
い
ま
す
。

　当
日
は
保
存
協
会
の
皆
様
よ
り
見

事
な
花
菖
蒲
を
ご
神
前
に
い
た
だ

き
、
地
域
の
古
代

史
研
究
の
拠
点
で

あ
る
高
瀬
遺
跡
の

益
々
の
発
展
と
、

高
瀬
の
里
の
平
穏

を
祈
念
し
て
玉
串

が
捧
げ
ら
れ
ま
し

た
。

け
ん 

か

さ
い



期　　間  ８月９日（金）～12日（月）
展示時間　7：00～12：00

大輪あさがお展
開催

　今年も髙瀬神社の夏の風物
詩、南砺あさがお会主催の大
輪あさがお展が開催されます。
　朝顔は朝のうちが見ごろで
す。お誘い合わせの上、どう
ぞ皆様で足をお運び下さい。

能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ 

一
日
も
早
い

復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

ご
奉
納
御
礼

ご
奉
納
御
礼

鎮
守
の
杜

　の
す
た
る
じ
ぃ

連 

載

第４回

田
祭
り
と
高
瀬
の
夜
高
行
燈

農
事
組
合
法
人 

勧
学
院

　
　
　
　
中
嶋  

幸
之
丞

　山
の
雪
も
と
け
、
砺
波
平
野
に
も

う
ら
ら
か
な
春
が
来
る
。
農
家
は
春

祭
り
の
頃
か
ら
水
苗
代
づ
く
り
な
ど

の
稲
作
の
準
備
と
作
業
に
と
り
か
か

る
。
私
も
子
供
の
頃
、
父
親
に
叱
ら

れ
な
が
ら
農
耕
馬
の
世
話
な
ど
を
夜

遅
く
ま
で
手
伝
わ
さ
れ
た
。
隣
近
所

（
結
い
仲
間
）
で
田
植
え
の
共
同
作

業
を
終
え
る
の
が
、
六
月
十
日
の
田

祭
り
（
祈
年
穀
祭
）
の
頃
で
、
農
家

で
は
こ
れ
を
「
や
す
ご
と
」
と
い
っ

て
家
族
で
祝
い
事
を
し
た
り
、
結
い

仲
間
同
士
、
山
の
湯
治
場
で
心
身
の

疲
れ
を
癒
し
た
。

　昭
和
二
十
〜
三
十
年
代
、
こ
の
高

瀬
（
神
子
畑
・
大
宮
司
・
勧
学
院
）

で
は
中
学
生
が
中
心
と
な
り
、
田
祭

り
に
向
け
て
の
夜
高
行
燈
作
り
が
行

わ
れ
、
テ
レ
ビ
等
の
娯
楽
も
な
い
時

代
、
私
も
夕
飯
後
、
勉
強
も
せ
ず
楽

し
み
に
参
加
し
た
。
先
輩
方
か
ら
型

枠
作
り
や
竹
ひ
ご
作
り
な
ど
を
教
わ

67
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　　　　　　　 LINE

や

　し

連 載

　医
薬
医
療
の
神
と
し
て
知
ら
れ

る
大
国
主
大
神
（
大
国
さ
ま
）
の

ご
神
徳
に
ち
な
ん
だ
こ
の
コ
ラ
ム

は
、
毎
回
、
専
門
家
の
方
に
ご
寄

稿
い
た
だ
き
、
読
者
の
皆
様
の
生

活
に
役
立
つ
医
療
知
識
な
ど
を
発

信
い
た
し
ま
す
。

　【
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
】

テ
レ
ビ
な
ど
で
も
よ
く
聞
く

よ
う
に
な
り
一
般
的
に
使
わ

れ
る
用
語
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
病
院
に
来
た

方
と
お
話
を
し
て
い
る
と
病

院
に
入
院
し
た
か
ら
受
け
る

も
の
と
い
う
よ
う
な
認
識
が

ま
だ
ま
だ
あ
る
よ
う
で
す
。

広
い
意
味
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
と
は
病
気
や
怪
我
を

し
て
し
ま
っ
て
も
、
そ
の
人
が

そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
必
要
な
環
境
や
身
体
機
能

を
整
え
る
も
の
だ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
年
齢
や
性
別
、
住

ん
で
い
る
環
境
に
関
係
な
く

全
世
代
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
は
適
用
さ
れ
ま
す
。

　さ
て
、
近
年
で
は
予
防
的

な
要
素
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
も
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
働

く
世
代
で
は
職
業
腰
痛
が
社

会
的
な
問
題
と
な
り
、
会
社

単
位
で
腰
痛
予
防
に
取
り
組

む
活
動
が
広
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。
腰
痛
は
体
幹
（
た
い

か
ん
）
筋
と
よ
ば
れ
る
腹
筋

の
筋
力
低
下
に
よ
り
起
こ
り

や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
腰
痛
の
あ
る
人
は
腹

筋
を
鍛
え
る
こ
と
も
痛
く
て

で
き
な
い
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
そ
ん
な
と
き
は
四
つ

這
い
で
左
右
対
側
の
手
足
を

あ
げ
る
運
動
や
腕
立
て
伏
せ

の
姿
勢
を
キ
ー
プ
す
る
だ
け

で
も
運
動
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
高
齢
者
で
あ
れ
ば

「
フ
レ
イ
ル
予
防
」
と
い
う

言
葉
が
全
国
的
に
も
注
目
さ

れ
、
体
だ
け
で
は
な
く
栄
養

面
や
口
腔
機
能
（
入
れ
歯
の

不
具
合
な
ど
）
の
課
題
や
社

会
参
加
（
役
割
を
持
つ
な

ど
）
を
推
奨
す
る
取
り
組
み

も
始
ま
っ
て
お
り
、
私
た
ち

専
門
職
が
い
た
る
と
こ
ろ
で

指
導
し
て
い
ま
す
。

　人
の
体
は
二
十
歳
頃
を

ピ
ー
ク
に
ゆ
っ
く
り
と
衰
え

て
い
く
そ
う
で
す
。
人
生
百

年
と
い
わ
れ
る
時
代
を
よ
り

健
康
に
元
気
な
体
で
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
病
気

や
腰
痛
・
フ
レ
イ
ル
に
負
け

な
い
体
作
り
を
今
か
ら
で
も

遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
、
五

分
、
十
分
で
も
良
い
の
で
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
国
さ
ま
の
処
方
せ
ん 

⑬
　
　

「
健
康
な
体
を
保
つ
た
め
に

　
　
予
防
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
」

南
砺
市
民
病
院

　
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　
　
　
　
科
長
代
理
　
吉
岡
　
慎
司

診
療
技
術
部

　

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　

科
長
代
理

吉
岡
　
慎
司

砺
波
市
出
身

富
山
医
療
福
祉
専
門
学
校

　

理
学
療
法
学
科
卒
。

理
学
療
法
士
と
し
て
、
日
々
患
者

さ
ん
の
身
体
の
悩
み
に
寄
り
添
わ

れ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

表
紙
写
真

　名
も
知
ら
ぬ
遠
き
島
よ
り
流
れ
寄
る

椰
子
の
実
ひ
と
つ
　

―
。
浜
辺
に
流
れ
着

い
た
椰
子
の
実
に
、
自
身
の
身
の
上
を

照
ら
し
た
島
崎
藤
村
作
詞
の
歌
曲
「
椰
子

の
実
」。
椰
子
の
実
を
胸
に
あ
て
、
そ
の

長
旅
で
の
不
安
や
境
遇
に
涙
し
、
や
が
て

帰
郷
を
決
意
す
る
。
故
郷
を
遠
く
離
れ
て

働
く
人
の
共
感
は
ひ
と
し
お
だ
ろ
う
。（智
）

う
さ
ぎ
の
飾
り
を
内
に
秘
め
た

夏
詣
の
風
鈴
。

五
五
〇
の
風
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
。

安産祈願
戌の日カレンダー
7月　 9日・21日
8月　 2日・14日・26日
9月　 7日・19日
10月　 1日・13日・25日
11月　 6日・18日・30日
12月　12日・24日

腹帯のお祓いも行いますので、
どうぞご持参下さい。

社
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
案
内

　当
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
祭
典
の
由
緒
や

行
事
の
沿
革
な
ど
、
過
去
の
記
事
も
ご
参
考
に

な
さ
っ
て
下
さ
い
。

https://w
w
w
.takase.or.jp

り
、
電
線
配
線
・
紙
張
り
・

下
絵
描
き
・
蝋
び
き
・
色

付
け
と
、
夜
遅
く
ま
で
大

変
な
作
業
が
続
い
た
。

　当
時
の
夜
高
行
燈
は
上

部
に
山
車
、
そ
の
下
に
縦

五
尺
ほ
ど
の
大
型
田
楽
、

前
面
に
勇
壮
な
武
者
絵
、

後
面
に
は
豊
年
満
作
な
ど

と
達
筆
者
が
墨
書
し
豊
作

の
祈
り
を
込
め
た
。
田
祭

り
に
は
な
ん
と
か
完
成
さ
せ
、
夕

方
、
髙
瀬
神
社
で
お
祓
い
を
受
け
て

田
楽
の
大
蝋
燭
に
御
神
燈
を
い
た
だ

い
た
。
行
燈
に
豆
電
球
の
灯
り
を
入

れ
る
と
、
暗
く
な
る
に
つ
れ
て
行
燈

も
色
鮮
や
か
に
映
え
る
。
農
耕
の
神

と
し
て
古
く
か
ら
崇
め
ら
れ
る
髙
瀬

神
社
の
「
ご
神
徳
と
ご
加
護
」
を
夜

高
行
燈
に
託
し
、
そ
の
年
の
豊
作
と

地
域
の
繁
栄
を
祈
念
し
て
、
太
皷
を

打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
夜
高
音
頭
を
唄

い
、
二
晩
に
わ
た
っ
て
巡
行
し
た
。

　最
後
に
打
ち
上
げ
と
し
て
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
作
り
、
み
ん
な
で
競
っ
て

食
べ
た
思
い
出
も
懐
か
し
く
、
あ
の

行
燈
を
小
・
中
学
生
時
代
に
よ
く
作

り
上
げ
た
も
の
だ
と
、
今
は
感
心
し

て
い
る
。

　今
年
は
四
十
一
年
ぶ
り
に
勧
学
院

地
内
圃
場
に
て
、
髙
瀬
神
社
献
穀
田

を
奉
耕
す
る
こ
と
に
な
り
、
去
る
五

月
二
十
五
日
に
お
田
植
祭
が
斎
行
さ

れ
、
多
く
の
農
業
者
や
参
列
者
が
見

守
る
中
、
早
乙
女
が
心
を
込
め
て
早

苗
を
植
え
た
。
こ
れ
も
ご
神
徳
と
思

い
、
豊
作
を
祈
願
し
た
い
。

　こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
よ

り
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
、
髙
瀬
神
社
に
ま
つ
わ

る
と
っ
て
お
き
の
思
い
出
ば
な
し
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

だ   

し

以
上
の
皆
様
よ
り
ご
奉
納
を
賜
り
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
参
道
玉
砂
利
】

　安
達
建
設 

株
式
会
社

　
　
　代
表
取
締
役 

安
達

　正
彦 

殿

【
参
道
玉
砂
利
運
搬
奉
仕
】

　株
式
会
社 

岡
部

　
　
　代
表
取
締
役
社
長 

岡
部

　竜
一 

殿

【
参
道
玉
砂
利
敷
設
奉
仕
】

　株
式
会
社 

藤
井
組

　
　代
表
取
締
役
社
長 

藤
井

　秀
之 

殿

【
境
内
樹
木
剪
定
奉
仕
】

　株
式
会
社 

越
路
ガ
ー
デ
ン

　代
表
取
締
役 

西
尾

　倫
顕 

殿

昭和50年代に再興した高瀬の夜高行燈

　髙瀬神社のご祭神は福の神、縁結び
の神、医薬医療の神として全国より広く崇
敬を集める大国主大神（大国さま）です。
　当神社では、交通安全（車のお祓
い）・家内安全・良縁成就（縁結び）・心
身健全・厄除け・病気平癒他のご祈祷
を、心を込めて毎日ご奉仕しています。
お気軽に社務所までお問い合わせ下さい。

ご祈祷のご案内

ご祈祷料　１件につき5,000円より
髙瀬神社社務所　0763（82）0932

こ
う
く
う

よ  

た
か
あ
ん
ど
ん

み
ず
な
わ
し
ろ

き 

ね
ん
こ
く
さ
い

み   

こ 

ば
た

だ
い
ぐ
う 

じ

か
ん
が
く
い
ん



期　　間  ８月９日（金）～12日（月）
展示時間　7：00～12：00

大輪あさがお展
開催

　今年も髙瀬神社の夏の風物
詩、南砺あさがお会主催の大
輪あさがお展が開催されます。
　朝顔は朝のうちが見ごろで
す。お誘い合わせの上、どう
ぞ皆様で足をお運び下さい。

能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ 

一
日
も
早
い

復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

ご
奉
納
御
礼

ご
奉
納
御
礼

鎮
守
の
杜

　の
す
た
る
じ
ぃ

連 

載

第４回

田
祭
り
と
高
瀬
の
夜
高
行
燈

農
事
組
合
法
人 
勧
学
院

　
　
　
　
中
嶋  
幸
之
丞

　山
の
雪
も
と
け
、
砺
波
平
野
に
も

う
ら
ら
か
な
春
が
来
る
。
農
家
は
春

祭
り
の
頃
か
ら
水
苗
代
づ
く
り
な
ど

の
稲
作
の
準
備
と
作
業
に
と
り
か
か

る
。
私
も
子
供
の
頃
、
父
親
に
叱
ら

れ
な
が
ら
農
耕
馬
の
世
話
な
ど
を
夜

遅
く
ま
で
手
伝
わ
さ
れ
た
。
隣
近
所

（
結
い
仲
間
）
で
田
植
え
の
共
同
作

業
を
終
え
る
の
が
、
六
月
十
日
の
田

祭
り
（
祈
年
穀
祭
）
の
頃
で
、
農
家

で
は
こ
れ
を
「
や
す
ご
と
」
と
い
っ

て
家
族
で
祝
い
事
を
し
た
り
、
結
い

仲
間
同
士
、
山
の
湯
治
場
で
心
身
の

疲
れ
を
癒
し
た
。

　昭
和
二
十
〜
三
十
年
代
、
こ
の
高

瀬
（
神
子
畑
・
大
宮
司
・
勧
学
院
）

で
は
中
学
生
が
中
心
と
な
り
、
田
祭

り
に
向
け
て
の
夜
高
行
燈
作
り
が
行

わ
れ
、
テ
レ
ビ
等
の
娯
楽
も
な
い
時

代
、
私
も
夕
飯
後
、
勉
強
も
せ
ず
楽

し
み
に
参
加
し
た
。
先
輩
方
か
ら
型

枠
作
り
や
竹
ひ
ご
作
り
な
ど
を
教
わ
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や

　し

連 載

　医
薬
医
療
の
神
と
し
て
知
ら
れ

る
大
国
主
大
神
（
大
国
さ
ま
）
の

ご
神
徳
に
ち
な
ん
だ
こ
の
コ
ラ
ム

は
、
毎
回
、
専
門
家
の
方
に
ご
寄

稿
い
た
だ
き
、
読
者
の
皆
様
の
生

活
に
役
立
つ
医
療
知
識
な
ど
を
発

信
い
た
し
ま
す
。

　【
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
】

テ
レ
ビ
な
ど
で
も
よ
く
聞
く

よ
う
に
な
り
一
般
的
に
使
わ

れ
る
用
語
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
病
院
に
来
た

方
と
お
話
を
し
て
い
る
と
病

院
に
入
院
し
た
か
ら
受
け
る

も
の
と
い
う
よ
う
な
認
識
が

ま
だ
ま
だ
あ
る
よ
う
で
す
。

広
い
意
味
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
と
は
病
気
や
怪
我
を

し
て
し
ま
っ
て
も
、
そ
の
人
が

そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
必
要
な
環
境
や
身
体
機
能

を
整
え
る
も
の
だ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
年
齢
や
性
別
、
住

ん
で
い
る
環
境
に
関
係
な
く

全
世
代
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
は
適
用
さ
れ
ま
す
。

　さ
て
、
近
年
で
は
予
防
的

な
要
素
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
も
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
働

く
世
代
で
は
職
業
腰
痛
が
社

会
的
な
問
題
と
な
り
、
会
社

単
位
で
腰
痛
予
防
に
取
り
組

む
活
動
が
広
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。
腰
痛
は
体
幹
（
た
い

か
ん
）
筋
と
よ
ば
れ
る
腹
筋

の
筋
力
低
下
に
よ
り
起
こ
り

や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
腰
痛
の
あ
る
人
は
腹

筋
を
鍛
え
る
こ
と
も
痛
く
て

で
き
な
い
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
そ
ん
な
と
き
は
四
つ

這
い
で
左
右
対
側
の
手
足
を

あ
げ
る
運
動
や
腕
立
て
伏
せ

の
姿
勢
を
キ
ー
プ
す
る
だ
け

で
も
運
動
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
高
齢
者
で
あ
れ
ば

「
フ
レ
イ
ル
予
防
」
と
い
う

言
葉
が
全
国
的
に
も
注
目
さ

れ
、
体
だ
け
で
は
な
く
栄
養

面
や
口
腔
機
能
（
入
れ
歯
の

不
具
合
な
ど
）
の
課
題
や
社

会
参
加
（
役
割
を
持
つ
な

ど
）
を
推
奨
す
る
取
り
組
み

も
始
ま
っ
て
お
り
、
私
た
ち

専
門
職
が
い
た
る
と
こ
ろ
で

指
導
し
て
い
ま
す
。

　人
の
体
は
二
十
歳
頃
を

ピ
ー
ク
に
ゆ
っ
く
り
と
衰
え

て
い
く
そ
う
で
す
。
人
生
百

年
と
い
わ
れ
る
時
代
を
よ
り

健
康
に
元
気
な
体
で
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
病
気

や
腰
痛
・
フ
レ
イ
ル
に
負
け

な
い
体
作
り
を
今
か
ら
で
も

遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
、
五

分
、
十
分
で
も
良
い
の
で
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
国
さ
ま
の
処
方
せ
ん 

⑬
　
　

「
健
康
な
体
を
保
つ
た
め
に

　
　
予
防
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
」

南
砺
市
民
病
院

　
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　
　
　
　
科
長
代
理
　
吉
岡
　
慎
司

診
療
技
術
部

　

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　

科
長
代
理

吉
岡
　
慎
司

砺
波
市
出
身

富
山
医
療
福
祉
専
門
学
校

　

理
学
療
法
学
科
卒
。

理
学
療
法
士
と
し
て
、
日
々
患
者

さ
ん
の
身
体
の
悩
み
に
寄
り
添
わ

れ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

表
紙
写
真

　名
も
知
ら
ぬ
遠
き
島
よ
り
流
れ
寄
る

椰
子
の
実
ひ
と
つ
　

―
。
浜
辺
に
流
れ
着

い
た
椰
子
の
実
に
、
自
身
の
身
の
上
を

照
ら
し
た
島
崎
藤
村
作
詞
の
歌
曲
「
椰
子

の
実
」。
椰
子
の
実
を
胸
に
あ
て
、
そ
の

長
旅
で
の
不
安
や
境
遇
に
涙
し
、
や
が
て

帰
郷
を
決
意
す
る
。
故
郷
を
遠
く
離
れ
て

働
く
人
の
共
感
は
ひ
と
し
お
だ
ろ
う
。（智
）

う
さ
ぎ
の
飾
り
を
内
に
秘
め
た

夏
詣
の
風
鈴
。

五
五
〇
の
風
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
。

安産祈願
戌の日カレンダー
7月　 9日・21日
8月　 2日・14日・26日
9月　 7日・19日
10月　 1日・13日・25日
11月　 6日・18日・30日
12月　12日・24日

腹帯のお祓いも行いますので、
どうぞご持参下さい。

社
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
案
内

　当
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
祭
典
の
由
緒
や

行
事
の
沿
革
な
ど
、
過
去
の
記
事
も
ご
参
考
に

な
さ
っ
て
下
さ
い
。

https://w
w
w
.takase.or.jp

り
、
電
線
配
線
・
紙
張
り
・

下
絵
描
き
・
蝋
び
き
・
色

付
け
と
、
夜
遅
く
ま
で
大

変
な
作
業
が
続
い
た
。

　当
時
の
夜
高
行
燈
は
上

部
に
山
車
、
そ
の
下
に
縦

五
尺
ほ
ど
の
大
型
田
楽
、

前
面
に
勇
壮
な
武
者
絵
、

後
面
に
は
豊
年
満
作
な
ど

と
達
筆
者
が
墨
書
し
豊
作

の
祈
り
を
込
め
た
。
田
祭

り
に
は
な
ん
と
か
完
成
さ
せ
、
夕

方
、
髙
瀬
神
社
で
お
祓
い
を
受
け
て

田
楽
の
大
蝋
燭
に
御
神
燈
を
い
た
だ

い
た
。
行
燈
に
豆
電
球
の
灯
り
を
入

れ
る
と
、
暗
く
な
る
に
つ
れ
て
行
燈

も
色
鮮
や
か
に
映
え
る
。
農
耕
の
神

と
し
て
古
く
か
ら
崇
め
ら
れ
る
髙
瀬

神
社
の
「
ご
神
徳
と
ご
加
護
」
を
夜

高
行
燈
に
託
し
、
そ
の
年
の
豊
作
と

地
域
の
繁
栄
を
祈
念
し
て
、
太
皷
を

打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
夜
高
音
頭
を
唄

い
、
二
晩
に
わ
た
っ
て
巡
行
し
た
。

　最
後
に
打
ち
上
げ
と
し
て
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
作
り
、
み
ん
な
で
競
っ
て

食
べ
た
思
い
出
も
懐
か
し
く
、
あ
の

行
燈
を
小
・
中
学
生
時
代
に
よ
く
作

り
上
げ
た
も
の
だ
と
、
今
は
感
心
し

て
い
る
。

　今
年
は
四
十
一
年
ぶ
り
に
勧
学
院

地
内
圃
場
に
て
、
髙
瀬
神
社
献
穀
田

を
奉
耕
す
る
こ
と
に
な
り
、
去
る
五

月
二
十
五
日
に
お
田
植
祭
が
斎
行
さ

れ
、
多
く
の
農
業
者
や
参
列
者
が
見

守
る
中
、
早
乙
女
が
心
を
込
め
て
早

苗
を
植
え
た
。
こ
れ
も
ご
神
徳
と
思

い
、
豊
作
を
祈
願
し
た
い
。

　こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
よ

り
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
、
髙
瀬
神
社
に
ま
つ
わ

る
と
っ
て
お
き
の
思
い
出
ば
な
し
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

だ   

し

以
上
の
皆
様
よ
り
ご
奉
納
を
賜
り
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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藤
井
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之 
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会
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ガ
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デ
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締
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西
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　倫
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殿

昭和50年代に再興した高瀬の夜高行燈

　髙瀬神社のご祭神は福の神、縁結び
の神、医薬医療の神として全国より広く崇
敬を集める大国主大神（大国さま）です。
　当神社では、交通安全（車のお祓
い）・家内安全・良縁成就（縁結び）・心
身健全・厄除け・病気平癒他のご祈祷
を、心を込めて毎日ご奉仕しています。
お気軽に社務所までお問い合わせ下さい。

ご祈祷のご案内

ご祈祷料　１件につき5,000円より
髙瀬神社社務所　0763（82）0932
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新参集殿10周年
 これからも新たな夫婦の幸福のために。

高瀬神社 検索
髙瀬神社LINE 髙瀬神社HP

撮影　朝倉由香理

風
鈴
、
朝
顔
、
蝉
し
ぐ
れ ―

真
夏
の
喧
騒
を
離
れ
て
、
髙
瀬
神
社
へ
。

風
鈴
、
朝
顔
、
蝉
し
ぐ
れ ―

真
夏
の
喧
騒
を
離
れ
て
、
髙
瀬
神
社
へ
。

夏
の
静
寂
。

夏
の
静
寂
。

　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
／
九
月
は
一
日
の
み
）

　七
夕
祭
並
び
に
技
芸
上
達
祈
願
祭
（
七
月
七
日
）

　人
形
感
謝
祭
（
七
月
十
四
日
）

　除
熱
祭
（
七
月
二
十
一
日
）
　

　中
禮
祭
（
八
月
十
六
日
）

　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
／
九
月
は
一
日
の
み
）

　七
夕
祭
並
び
に
技
芸
上
達
祈
願
祭
（
七
月
七
日
）

　人
形
感
謝
祭
（
七
月
十
四
日
）

　除
熱
祭
（
七
月
二
十
一
日
）
　

　中
禮
祭
（
八
月
十
六
日
）

七
月
・
八
月
の
祭
事
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